
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

提 出 方 法 内 容 

e-Tax 

送信 

●同時送信方式：申告・申請等データの送信時に、イメージデータ（PDF 形式）で提出可能な添付書類を同時

に送信する方法 

●追加送信方式：申告・申請等データの送信後に、受信通知から別途、イメージデータ（PDF 形式）で提出可

能な添付書類を追加で送信する方法（10 回送信まで） 

光ディスク等 

で提出 

●申告・申請等データの送信後に、イメージデータ（PDF 形式）で提出可能な添付書類を 

光ディスク等に格納し、光ディスク等を提出する方法 

【参考】提出に当たっては「e-Taxによる相続税申告の添付書類の光ディスク等による提 

出に当たっての留意事項」をご確認ください。 

【掲載場所】e-Tax ホームページ ⇒ 目的から探す ⇒ 利用可能手続 ⇒ 相続税申告 

e-Tax をご利用ください 

相続税申告は 

税理士の皆さまへ 

国税庁においては、あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会を目指し、税務行政のデジタル化の 

推進を掲げており、e-Tax の利用拡大に取り組んでいます。 

ポイント１ 添付書類はイメージデータで送信可能 

「戸籍の謄本」や「遺産分割協議書」などの添付書類をイメージデータ（PDF

形式）で送信することで、税務署に出向くことなく提出ができます。 

 

 
１ 添付書類の見直し：「提出をお願いしている書類」を見直すことにより、 

添付書類の削減を行いました。 
詳しくは、「イメージデータで提出可能な添付書類」をご確認ください。 

【掲載場所】e-Tax ホームページ ⇒ 目的から探す ⇒ 利用可能手続 ⇒ 相続税申告 

２ イメージデータ送信容量の拡大：１回当たりの送信容量を８MB から 

14MBに拡大しました。 

最新情報 

【添付書類】 

【留意事項】 

（注）PDF ファイルは、 

①解像度 200dpi 相当以上 

②赤色・緑色・青色が 256 階調（24 ビットカラー）以上 

③目視により内容が確認可能 

④パスワード設定なし 

となるように作成してください。 
読込 

 送信直前まで申告内容の差替え・訂正が可能♪ 

ポイント２ データ管理・ペーパーレス化が可能 
 送信した申告や受付結果等をデータで保存・管理できるため、文書管理の

効率化とペーパーレス化が図られます。 

書類の郵送等を省略できるため、コスト削減（紙代・郵送料・交通費など）
につながります。 
 

https://www.e-tax.nta.go.jp/tetsuzuki/tetsuzuki6/hikaridisc_souzoku.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/tetsuzuki/tetsuzuki6/hikaridisc_souzoku.htm
https://www.e-tax.nta.go.jp/tetsuzuki/imagedata/shinkoku08.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント３ 
 

 
財産取得者（申告書を提出する方）の 
①署名、②電子証明書（マイナンバーカード等）、③本人確認書類 
が不要です。 
 （注）利用者識別番号の入力がない財産取得者については、相続税の申告書を提出したことになりませんので、ご注意ください。 

 

利用者識別番号の取得状況の確認 
利用者識別番号は、①過去に電子申告を行った申告書の控え、②税務署からの郵送物、

③e-Taxのマイページなどから確認できます。財産取得者への確認の際は、「相続税の

申告をされる皆さまへ 相続税申告は e-Tax をご利用ください」をご活用ください。 
【掲載場所】国税庁ホームページ ⇒ 刊行物等 ⇒ パンフレット・手引 ⇒ 電子申告等関係 

 
【財産取得者用リーフレット】 

利用者識別番号が 
分かる 

取得済の利用者識別番号を
使用してください。 

利用者識別番号が分からない 
（取得しているか不明） 

利用者識別番号を 
取得していない 

 「変更等届出書」を e-Tax で送信 （税理士等による代理送信も可能） 

◆変更等届出書の参考事項欄に、「相続税申告の委任有」及び「税理士への連絡希望」と入力

していただくことで、利用者識別番号が【有】の場合、「税理士等」欄に記載の電話番号に利用者

識別番号を連絡します。 

（注）e-Tax ソフト又は国税庁の仕様公開に基づく民間ソフトを使用し、税理士等が電子署名を

付与して送信された場合に限ります（書面又は「e-Tax の開始（変更等）届出書作成・

提出コーナー」は本取扱いの対象外になりますので、ご注意ください）。 

最新情報 

※ 

「開始届出書」を e-Tax で 

送信 

(税理士等による代理送信も可能) 

※ 

利用者識別番号が 

【有】の場合 
 

既存の利用者識別番号と仮暗証

番号が記載された通知書が、税務

署から財産取得者宛に郵送され

ます。 

利用者識別番号が【無】 
又は 

【廃止】されている場合 
 

利用者識別番号が無い又は廃止され

ている旨を税務署から代理送信をし

た税理士等に対して電話によりお伝

えしますので、「開始届出書」を 

e-Tax で代理送信してください。 
 

利用者識別番号を 

オンラインで即時発行 
 

既に利用者識別番号を取得し

ている場合、新たな利用者識別

番号を取得すると、これまで 

e-Tax で申告した内容等を確

認することができなくなります

ので、ご注意ください。 

※「変更等届出書」及び「開始届出書」は財産取得者の住所地の所轄税務署宛に送信してください。 

参考情報 

相続税申告書の代理送信等に関するＱ＆Ａを国税庁ホームページに掲載しています。 

【掲載場所】 国税庁ホームページ ⇒ 刊行物等 ⇒ パンフレット・手引 ⇒ 電子申告等関係 

事前準備・送信方法・エラー解消などに関するお問い合わせ 
e-Tax・作成コーナーヘルプデスク 0570-01-5901（全国一律市内通話料金） 

受付時間：月～金曜日 9：00～17：00（休祝日及び 12 月 29 日～１月３日を除く） 

 【代理送信 Q&A】 

国税庁 法人番号 7000012050002 令和５年６月 

https://www.nta.go.jp/publication/pamph/pdf/sozoku_e-tax2.pdf
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/pdf/sozoku_e-tax2.pdf
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/pdf/sozoku_e-tax2.pdf
https://www.nta.go.jp/publication/pamph/pdf/0019009-058.pdf

